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中間業績予想の修正に関するお知らせ

平成 年 月 日に公表しました平成 年 月期中間期(平成 年 月 日～平成 年 月17 8 5 18 3 17 4 1 17 9
日)の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。30

１．平成 年 月期中間期の連結業績予想の修正（平成 年 月 日～平成 年 月 日）18 3 17 4 1 17 9 30
（金額単位：百万円）

売 上 高 経 常 利 益 当期純利益

16,850 150 230前 回 予 想（Ａ） △ △

17,074 56 396今 回 修 正（Ｂ） △ △

224 94 166増 減 額（Ｂ－Ａ） △

増 減 率 ％ － －1.3
16,655 53 102前期（平成 年 月期中間期）実績17 3 △ △

２．平成 年 月期中間期の個別業績予想の修正（平成 年 月 日～平成 年 月 日）18 3 17 4 1 17 9 30
（金額単位：百万円）

売 上 高 経 常 利 益 当期純利益

15,700 100 40前 回 予 想（Ａ）

15,763 79 222今 回 修 正（Ｂ） △

63 21 262増 減 額（Ｂ－Ａ） △ △

増 減 率 ％ △ ％ －0.4 21.0
15,578 81 41前期（平成 年 月期中間期）実績17 3

３．修正の理由

（連結）

当中間期の売上高は小売部門での売上高の増加等により，当初予想を若干上回る見込みです。利益

面では，持分法による投資利益の計上等もあり，経常利益は当初予想の損失額を下回る見込みです。

中間純利益につきましては，生産子会社を解散したことによる割増退職金等を特別損失に計上した

ことにより，当初予想を下回り，△ 百万円となる見込みです。396
（個別）

売上高･利益につきましては，主に連結業績予想の修正と同様の要因によるものです。

なお，平成 年 月期通期の連結および個別の業績予想につきましては，今後の状況を見極めた18 3
上で見直しを行い，平成 年 月 日の中間決算発表時に公表する予定です。17 11 25

※上記の予想は現時点で入手可能な情報に基づき算出したものであり，実際の業績は今後様々な要因

によって異なる結果となる可能性があります。

以 上


